
中村祐哉 先生

日文セミナー from 日文チャンネル

社会科の単元展開の具体ー産業学習を事例としてー

〒531-6023 大阪市北区大淀中 1丁目 1番 88号
JR 大阪駅から徒歩 7分　阪急大阪梅田駅から徒歩 9分

広島大学大学院人間社会科学研究科
准教授。全国社会科教育学会常任理
事。日本生活科・総合的学習教育学
会事務局長。平成29年版小学校社
会科学習指導要領作成協力者。『深
い学びへ誘う社会科の授業づくり』
（日本文教出版）、『地域からの社会科
の探究』（日本文教出版）、『小学校社
会科教育』（学術図書出版）など。

大阪市立野田小学校教頭。大阪市小
学校教育研究会社会部研究員。主な
共著書に『社会科教材の追究』（東
洋館出版）、『社会科実践の追究』
（東洋館出版）がある。『社会科教
育』（明治図書出版）への寄稿や学
びの場.com「教育つれづれ日誌」
（https://www.manabinoba.com/
tsurezure/）への連載も行っている。

広島県公立小学校教諭。広島大学大
学院人間社会科学研究科在籍。日本
生活科・総合的学習教育学会常任理
事。第５回広島県ユネスコESD大賞
（個人部門）受賞。『社会科教育』（明
治図書出版）をはじめ、教育関連誌
等への寄稿多数。著書には『板書＆
問いでつくる「社会科×探究」授業
デザイン』（明治図書出版）がある。

永田忠道 先生 石元周作 先生

関西学院初等部教諭。兵庫教育大学
大学院学校教育研究科修了。修士
（教育学）。著書に『宗實直樹の社会
科授業デザイン』（東洋館出版社）、
『社会科の「つまずき」指導術』（明
治図書出版）など多数｡『社会科教
育』（明治図書出版）では、「個別最
適な学び」に関する連載を担当して
いる。

宗實直樹 先生

　日文セミナー「社会科にチャレンジ」の第２弾として、「社会科の単元展開の具体―産業学習を事
例として―」をテーマに開催します。第１弾での「社会科で身に付けさせたい力～単元の入口から出
口まで～」に続き、社会科で大事な「単元展開の具体」について、大阪府の石元周作先生、兵庫県の
宗實直樹先生、広島県の中村祐哉先生に今回も熱く「産業学習を事例」に模擬授業も交えながら話題
提供をいただきます。
　今回も広島大学の永田忠道先生のコーディネートのもと、ご参加の皆様との「トーク×トーク」を
さらに充実させます。社会科にチャレンジし続けている方々も今後のさらなるチャレンジを考えてい
る方々も共に語り合いましょう。

日文チャンネル
「社会科にチャレンジ」

動画はこちら
▼

2024年 2月 23日（金・祝）
13：00～ 16：50
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※対象は、教職員の方のみとさせていただきます。

本セミナーは、「教科書発行者行動規範」
に則り、開催いたします。

申込方法

お問い合わせ先
日本文教出版株式会社　担当：中島　TEL：06-6692-1265　ki-nakajima@nichibun-g.co.jp

右記、二次元コードもしくはURL より弊社ウェブサイトのお申込みページにアクセスください。
https://www.nichibun-g.co.jp/seminar/

お申込みページにてご案内いたします Peatix（外部サイト）に遷移し、
必要な情報をご入力のうえ、参加費をお支払いください。

開催方法を変更する場合がございます。その場合は告知ページでのお知らせおよび、お申込みいただいた方へは
お申し込みのメールアドレスにてお知らせいたします。

Step1

Step2

締め切り  2024年 2月 16日（金）

プログラム
12：30 受付

13：00 はじめに
永田忠道 先生

13：10

14：40 休憩

15：00 トーク×トーク
　ご登壇の先生のトークセッションはもちろんの事、ご来場いただいた
先生方からもご質問やご意見も出し合っての交流の場。
社会科の楽しさや大切さを共有できるおしゃべりコーナーです。

16：50 終了

attention!

単元展開の具体×模擬授業×ポイント解説
５年「米作りのさかんな地域～『体験』としての農業と『労働』としての農業～」
　　中村祐哉 先生
　　子どもたちの「当たり前を問い直すこと」のできる単元を
　　わたしたちにとって、日々の食生活に欠かすことのできないお米。当たり前に食している
　お米という存在を、学びの中で子どもたちがさまざまな視点から見つめ直していくことで、
　農業が抱える現代的諸課題に、暫定的に向き合うことが可能な単元をデザインしていきます。

５年「水産業のさかんな地域～瀬戸内海に浮かぶ小さな島 坊勢島～」
　　宗實直樹 先生
　　一般の事例と個別の事例を往還する
　　持続可能な水産業活動が行えるように「共存共栄」という中核概念をもちながら学習を進めます。
　また、身近な地域の事例で具体を学び、それをもとに日本の水産業の現実や問題点まで理解できるよう
　一般化を試みます。

５年「森林とわたしたちのくらし」石元周作 先生
　　環境につなげる産業としての林業に焦点をあてて
　　自然環境と国民生活との関連を学習する中で大きな位置を占める森林資源。森林資源に関わる
　林業について産業学習の視点も入れながら単元を構想し、環境に関わる産業学習の可能性を探ります。


